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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、普遍的に発現する異種核リボ核タンパク質（hnRNP）のサブファミリーに属します。hnRNPはRNA結合タンパク質であり、異種核RNA（hnRNA）と複合体を形成します。これらのタンパク質は核内のpre-mRNAと関連しており、pre-mRNAのプロセシングやmRNA代謝・輸送の他の側面に影響を及ぼすと考えられています。すべてのhnRNPは核内に存在しますが、一部は核と細胞質の間を往復しているようです。hnRNPタンパク質はそれぞれ異なる核酸結合特性を持っています。この遺伝子によってコードされるタンパク質はテトラマーとして機能し、40S hnRNP粒子の集合に関与しています。この遺伝子には、少なくとも2つの異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが記載されています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：pre-mRNAに結合し、40S hnRNP粒子の集合を核形成します。 HNRNPCテトラマー単体は230～240ヌクレオチドを結合します。HNRNPCテトラマーのトリマーは700ヌクレオチドを結合します。スプライソソーム構築およびpre-mRNAスプライシングの初期段階で役割を果たす可能性があります。mRNAの3'-UTRまたは5'-UTRのポリU領域と相互作用し、結合したmRNA分子の安定性と翻訳レベルを調節します。,PTM：休止細胞ではSer-260とSer-299がリン酸化されます。過酸化水素に反応して、Ser-253と、位置238のポリSer伸長領域中の1つのセリン残基がリン酸化されます。,PTM：SUMO化されます。SUMO化はmRNAへの親和性を低下させます。,類似性：RRM HNRPCファミリーに属します。 RALYサブファミリー。, 類似性: 1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。, 細胞内局在: リボヌクレオソームの構成要素。, サブユニット: アイソフォームC1の3つのコピーとアイソフォームC2の1つのコピーからなるテトラマー。3つのテトラマーがプレmRNAと結合して19S複合体を形成し、HNRNPA2B1テトラマーと相互作用する。40S hnRNP粒子の構成要素。スプライソソームC複合体に同定され、少なくともAQR、ASCC3L1、C19orf29、CDC40、CDC5L、CRNKL1、DDX23、DDX41、DDX48、DDX5、DGCR14、DHX35、DHX38、DHX8、EFTUD2、FRG1、GPATC1、HNRNPA1、HNRNPA2B1、HNRPA3、HNRNPC、HNRPF、HNRPH1、HNRPK、HNRPM、HNRNPR、HNRNPU、KIAA1160、KIAA1604、LSM2、LSM3、MAGOH、MORG1、PABPC1、PLRG1、PNN、PPIE、PPIL1、PPIL3、PPWD1、PRPF19、PRPF4B、PRPF6、PRPF8、RALYから構成されています。 RBM22、RBM8A、RBMX、SART1、SF3A1、SF3A2、SF3A3、SF3B1、SF3B2、SF3B3、SFRS1、SKIV2L2、SNRPA1、SNRPB、SNRPB2、SNRPD1、SNRPD2、SNRPD3、SNRPE、SNRPF、SNRPG、SNW1、SRRM1、SRRM2、SYF2、SYNCRIP、TFIP11、THOC4、U2AF1、WDR57、XAB2、およびZCCHC8。
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	hnRNP C1/C2抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	hnRNP C1/C2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	hnRNP C1/C2抗体を用いたHepG2細胞およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	hnRNP C1/C2 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	hnRNP C1/C2 ポリクローナル抗体を 1：2000 に希釈して各種細胞のウエスタンブロット解析を行いました。

